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今ではもう放送時には流れなくなった夕焼けチャイムの終わりの言葉を覚えている人がいるだろう

か？ 「……明日もまた、素晴らしい一日でありますように♪～」 

大泉学園在住の藤沢周平が、子どもたちに呼びかけるこの夕焼けチャイムに、胸を熱くしたという

ことをエッセイに書いていたのを今でもよく覚えている。「そろそろお家に帰る時間になったよ」と気軽

によその子どもたちに声をかけて、「明日もまた素晴らしい一日で…」と祈る言葉が何と優しく響いて

くることだろうか。そういえば、この言葉が聞けなくなって、どのくらいたつのだろう？ 

私は、白子川に遊びに来た子どもたちと一緒に川掃除をした。子どもたちと話しながら、川中を歩

き、ゴミを拾った。楽しい作業だった。そして、なぜかあの夕焼けチャイムの言葉がひとりでに胸に湧

き出てきた。知らない川のおじさんと共に掃除をしてくれるこの子どもたちの明日が、また素晴らしい

一日であることを心から願い、私もいつしか胸が熱くなったのだった。 
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□ 定例活動報告(白子川 源流部を上空撮影)  

■河川整備計画について 

◆ 投稿「白子川とカワセミ散歩」（下） 

◆追悼「高畑勲監督の死を悼む」 

 

 


